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ま え が き

官能評価は人の感覚を測定器として，物の良し悪し，好き嫌いを判断する方

法で，製造業，建設業，サービス業，さらには，医療の分野でも使われてい

る．官能評価では個人のもつ感覚の違いから生まれる結果のばらつきを統計的

に処理することが要求されるので，データの取り方と解析の仕方の両方を習得

する必要がある．本書は官能評価におけるデータの収集方法と解析方法に焦点

を当てた書物である．

本書の特徴は，例題形式でデータの解析方法を学べるようにしていること

と，計算においては Excel による方法と統計ソフト R による方法の両者を併

記している点である．Excel はデータ処理には欠かせないツールであり，一方，

本格的な統計解析には R というフリーの統計ソフトが活用されているという

状況から，この 2 つのツールを計算に用いる方法を紹介している．R の使い方

を掲載しているとはいえ，基本的な使い方や入手方法は割愛しているので，類

書で調べていただきたい．

本書は 2012 年に刊行した『官能評価の統計解析』（内田治・平野綾子共著）の

改訂版という位置づけでもある．

第 1 章では，官能評価の定義と，官能評価で使われる用語について説明して

いる．さらに，官能評価で使われる代表的な試験方法を紹介している．また，

官能評価によって得られたデータの解析に統計解析が必要となる理由を説明し

ている．

第 2 章では，官能評価を実施する前段階の計画について説明している．官能

評価における試料の提示順序や，評価する人の割り当ての問題を，実験計画法

と呼ばれる学問の考え方を取り入れながら解説している．

第 3 章では，官能評価の代表的な手法である 2 点試験法について説明してい
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まえがきiv

る．この試験法には嗜好型と識別型の 2 種類があり，どちらも検定と呼ばれる

統計的な方法で解析することが要求されているため，その方法を解説してい

る．

第 4 章では，1 点試験法を取り上げている．この試験法には，ある試料を 1

点だけ提示して，好きか嫌いかを問う嗜好型と，特定の試料か異なるものかを

問う識別型がある．識別型は A 非 A 識別法という名称でも使われている．

第 5 章では，3 点試験法を取り上げている．この試験法も 2 点試験法や 1 点

試験法と同様に，嗜好型と識別型があるが，実践の場では嗜好型の 3 点試験法

はほとんど使われていないので，識別型の方法を詳細に解説している．

第 6 章では，3 つ以上の試料の中から，最も好ましいと感じる試料を選んで

もらう選択法を取り上げている．

第 7 章では，試料の特性を点数で評価する方法である採点法を取り上げてい

る．採点法の解析では平均値の比較が中心となり，そのための統計的方法を解

説している．

第 8 章では順位法を取り上げている．複数の試料を比較しながら評価して，

好ましいと思われる順に順位を付ける方法が順位法で，この方法で得られる順

位のデータを解析するためのノンパラメトリック法と呼ばれる統計的方法を解

説している．

第 9 章では，分割表と呼ばれる集計表の解析方法を紹介している．分割表は

統計解析の世界では有名なデータを整理するための集計表で，官能評価のデー

タ解析においては活用頻度の多い表である．

第 10 章では，多変量解析などの発展的な手法をどのような場面で適用する

かを紹介している．

本書が官能評価を実施する読者の一助となれば幸いである．

本書の出版にあたり，日科技連出版社の鈴木兄宏氏には大変お世話になっ

た．ここに記して感謝の意を表する次第である．

2024 年 5 月

　内　田　　　治
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533.3　1対2点識別法の解析

3.3　1対2点識別法の解析
■ 1 対 2 点識別法

2 つの試料 A と B のどちらかを標準品 S として提示して，その後で A と B

を提示して，どちらが S と同じかを当てさせる方法を 1 対 2 点識別法という．

2 点識別法と同様に，個々の評価者やパネルに識別能力（違いを見分ける能

力）があるかどうか，あるいは 2 つの試料に差異があるかどうかを調査すると

きに用いる方法であり，あらかじめ着目する差異を特定できないような試料の

識別に用いられる．

母正解率が 1/2 以上かどうかを仮説検定によって評価するので，検定方法は

2 点識別法と同じになる．

【例】S と同じ四角形の色は次の A と B のどちらですか？

S A B

S A B

①

②
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■ 例題 3.4

わずかにミルクの量を増やしたチョコレート A が，従来のチョコレー

ト B と識別できるかどうかを見るために，パネル 50 人に A を最初に標

準品として与え，その後に，A と B を与えて，標準品と同じ（A）ものを

選ばせたところ，50 人中 32 人が正解であった．パネルは A と B を識別

できているといえるか．

回　答

A（正解）　　　　　　32

B（不正解）　　　　　18
A（標準） B

■ データのグラフ化

32

18

0

10

20

30

40

50

正解 不正解

（人）

正解
64%

不正解
36%

正解は 64％，不正解は 36％である．

■ 仮説の設定
　帰無仮説 H0：母正解率 π ＝ 1/2　←識別能力なし

　対立仮説 H1：母正解率 π ＞ 1/2　←識別能力あり

第3章　2点試験法54
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553.3　1対2点識別法の解析

■ Excel による解析
以下のように集計結果と関数を入力する．

セル B5：=BINOM.DIST(B2, B3, 1/2, 1)

二項検定を実施するには BINOM.DIST を用いる．関数の形式は次のとおり

である．

=BINOM.DIST( 不正解数 , 試行数 , 想定する母正解率 ,1)

■ R による解析
（1）　コマンド入力と解析結果

（2）　コマンド解説

　x <-32　　# 正解数を x として入力する

　n <-50　　# 試行数を n として入力する
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二項検定を実施するには binom.test を用いる．コマンドの形式は次のと

おりである．

binom.test( 正解数 , 試行数 , 想定する母正解率 ,

　　alternative ="greater")

※ alternative　← 対立仮説のタイプを指定するコマンド．
 "greater"（＞，右片側），"less"（＜，左片側），"two.sided"（≠，両側）．

■ 結果の解釈
P 値＝ 0.03245 ＜ 0.05 であるから有意である．したがって，H0 は棄却される．

すなわち，このパネルは「識別能力がある」と判定される．これは「ミルクの

量を増やしたチョコレート A と従来のチョコレート B には，認知できる差が

ある」という見方も可能である．

なお，R では母正解率 π の 95％信頼区間も次のように求められている．

　　　0.5142308 ＜π＜ 1.0000000

第3章　2点試験法56
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